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報【１】シート記入例 
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緑色セル 

は直接入力が必要な項目です。 

は使用量 1.2 シート、使用量

3 シートのデータや昨年度データが自動で

反映される項目なので、基本的に入力不要

です。ただし、変更がある場合のみ上書き

してください。 

黄色セル 

2024 年 6 月 30 日 
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報【２】シート記入例 
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④ 
⑤ 
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⑪ ⑫ ⑬ 

⑭ 

⑮ ⑯ ⑰ 

⑱ 

過年度に報告いただいた情報は自動反映し、セルに保護をかけて

あります。変更がある場合は市担当者までご連絡ください。 
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報【３】シート記入例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⑲ ㉑ ⑳ 

㉒ ㉓ ㉔ ㉕ 

㉖ 

㉗ 

導入がない場合も、空欄にせず、

「０」を記入してください 
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報【４】シート記入例 
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報【５】シート記入例 
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報【６】シート記入例 
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報【7】シート記入例（個別票） 
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「計算シート」記入例 
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報告書 補足説明 
（データ連携）としているところは、はじめにシート、使用量 1.2 シート、使用量３シートや過年度データとデ

ータ連携をしています。変更がある場合は上書き入力をしてください。 
（自動計算）としているところは自動で計算し、数値を表示させています。 

①事業者 ID 

（データ連携） 

はじめにシートから自動でデータが反映されます。 

②提出日 提出日を記入してください。 

③提出者の住所・氏名 
（データ連携） 

提出者の住所・氏名を記入してください。代表者から権限を委任されて

いる者が提出する場合は、委任状を添付した上で、受任者の名前で提出し

てください。前年度までに委任状を提出しており、代表者及び受任者に変

更がない場合は提出不要です。 

１ 地球温暖化対策事業者等の概要 

 ④事業者の名称及び代表者の氏

名 
（データ連携） 

事業者の名称と代表者の氏名を記入してください。（  ）や「旧：」等の

表記は不要です。 

⑤主たる事業所の所在地 
（データ連携） 

本社の所在地を記載してください。本社が市外にある場合は、その所在地を

記載してください。 

⑥主たる事業の業種 
（データ連携） 

主たる業種の名称をプルダウンから選択してください。なお、名称について

は日本標準産業分類を御参照ください。  

⑦該当する事業者の要件 
（データ連携） 

実施年度の原油換算エネルギー使用量が 1,500kl 以下、または市内自動車台

数 100 台以下となっても、計画期間中は任意提出事業者とはなりません。 

 ・原油換算エネルギー使用量 

・市内全事業所数 

・原油換算エネルギー使用量

が 500ｋl 以上の事業所数 
（自動計算） 

※第３号該当のみの事業者は記入対象外 

「使用量 1.2 シート」から、実施年度における各値が反映されます。 

原油換算エネルギー使用量は、提出年度に設置していた全ての市内事業所に係

る使用量を記載してください。 

・自動車の台数 
（自動計算） 

※第１、２号該当のみの事業者は記入対象外 

「使用量 3 シート」から、実施年度における自動車の台数が繁栄されます。 

提出年の 3 月 31 日時点において使用している自動車の台数を記載して

ください。 

２ 計画期間及び実施年度  

 ⑧計画期間 
（自動計算） 

提出済みの計画書に記載した期間を入力済みです。 

なお、「年度」は、４月１日から翌年３月 31 日までを指します。 

⑨実施年度 
（自動計算） 

提出前年度を入力済みです。 

３ 公表方法 

 ⑩公表方法 
（データ連携） 

報告書の公表方法を記載してください。 

広く公表できるよう、ホームページによる公表を推奨します。 

窓口での閲覧の場合、所在地は、市内事業所ではない場所（市外の本社等） 

も可能です。 
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４の１ 温室効果ガスの排出の抑制に係る目標等の状況（第１号及び第２号該当事業者） 
※第３号該当事業者は４の２に記入してください。 

 ⑪特定温室効果ガス排出量 

   基準年度 

目標年度 
（データ連携） 

基礎  提出済みの計画書に記載された値を入力してください。 

【変更がある場合は、市担当者へ御連絡ください】  
調整後 

 第１年度 

第２年度 

第３年度 
（データ連携） 
（自動計算） 

基礎 過年度に報告いただいた値を入力済みです。 

実施年度における、すべての事業所のエネルギー使用に係る排出量

（電気の場合は基礎排出係数を使用）の合計を記載してください。 

算定に用いる基礎排出係数は、毎年最新の値を使用してください。 

メニュープランは年度ごとに改めて設定されるため、毎年確認して

ください。 

使用量 1.2 シートを使用しない場合は、市担当者へ御連絡くださ

い。 

 調整後 過年度に報告いただいた値を入力済みです。 

実施年度の値は、「使用量 1.2 シート」を記入し、「５ クレジッ

トに関する取組状況」を記入することで、自動表示されます。 

実施年度における、すべての事業所のエネルギー使用に係る排出量

（電気の場合は調整後排出係数を使用）の合計から、クレジットによ

る特定温室効果ガス削減相当量を差し引いた値を記入してください。 

⑫削減率 

（自動計算） 

特定温室効果ガス排出量の削減率が、以下の通り自動計算されます。 

削減率＝（基準年度の排出量－当該年度の排出量）／基準年度の量×100 

なお、計算途中は各項目の端数処理後の数値で計算し、算出結果の小数第

２位を四捨五入し、小数第１位までの値が表示されます。 

⑬原単位 排出原単位の目標設定をした場合のみ記入してください。 

 基準年度 

目標年度 
（データ連携） 

 提出済みの計画書に記載された値を入力済みです。 

【変更がある場合は、市担当者へ御連絡ください。】 

 すでに提出済みの計画書において、目標設定がない場合は空欄です。この

場合、実施年度の欄も記入不要です。 

第１年度 

第２年度 

第３年度 
（データ連携） 
（自動計算） 

過年度に報告いただいた値は入力済みです。 

実施年度の値は、「使用量 1.2 シート」を記入することで、排出原単位が自

動表示されます。 

原単位の指標（分母）は、排出量と密接な関係を持つ数量（生産数量、建

物延床面積等）を設定してください。排出原単位は、数値が１以上となるよ

うに設定し、記載は小数第２位までとしてください。 

計画期間中は、設定した原単位の指標（分母）を変更できません。 

なお、原単位の指標を１つにできないときは、寄与度の合計から算出できま

す。この場合は、「削減率」欄に 100 から寄与度の合計値を減じた値を記載し

てください。 

削減率 

（自動計算） 

排出原単位の削減率が、以下の通り自動計算されます。 

削減率＝（基準年度の原単位－当該年度の原単位）／基準年度の原単位

×100 

なお、計算途中は各項目の端数処理後の数値で計算し、算出結果の小数第

２位を四捨五入し、小数第１位までの値が表示されます。 
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⑭目標の進捗及び達成状況の

説明 

実施年度における目標の進捗・達成状況について、「目標を達成できた」「お

おむね目標通り」「目標を達成できなかった」のいずれかから選択してくださ

い。 

また、その要因について、省エネ取組の有無や事業活動量の増減を含め、

具体的に記入してください。  

４の２ 温室効果ガスの排出の抑制に係る目標等の状況（第３号該当事業者） 
※第１号及び第２号事業者は４の１に記入してください。 

 ⑮特定温室効果ガス排出量  

   基準年度 

目標年度 
（データ連携） 

基礎  提出済みの計画書に記載された値を入力済みです。 

【変更がある場合は、市担当者へ御連絡ください】  
調整後 

 第１年度 

第２年度 

第３年度 
（データ連携） 
（自動計算） 

基礎 過年度に報告いただいた値は入力済みです。 

実施年度の値は、「使用量 3 シート」から反映されます。 

実施年度に使用した、すべての自動車のエネルギー使用に係る排出

量の合計を記入してください。 

年度途中に抹消・移転・変更を行った自動車も含めて排出量を算定

します。 

レンタカー事業者の保有する自動車は、自動車を借り受ける人が燃

料補充の上、返還するケース（満タン返し）が多いと想定されます。

このように燃料使用量の把握が困難な場合には、走行距離（km）を

燃費(km／L)で除した値を燃料使用量として排出量を算定します。 

排出量の算定に用いる排出係数は、毎年最新のものを使用してくだ

さい。 

「使用量 3 シート」を使用しない場合は、市担当者へ御連絡くだ

さい。 

 調整後 過年度に報告いただいた値を入力してください。 

実施年度の値は、「根拠算定シート」を記入し、「５ クレジットに

関する取組状況」を記入することで、自動表示されます。 

 実施年度における、すべての自動車のエネルギー使用に係る排出量

の合計から、クレジットによる特定温室効果ガス削減相当量を差し引

いた値を記入してください。 

⑯削減率（自動計算） ⑫を参照してください。 

⑰原単位（データ連携）（自動

計算）  

⑬を参照してください。 

⑱目標の進捗及び達成状況の

説明 

⑭を参照してください。 
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５ クレジットに関する取組状況 

 ⑲クレジットの名称 実施年度に取得したクレジットをプルダウンから選択してください。 

記載したクレジットの概要（認証削減量や内容などが判明できるもの）を示し

た資料を提出してください。 

プルダウンで選択できるクレジットは、次の表の通りです。表中にないクレジ

ットを記載する場合は、市へ削減相当量の換算方法を御相談ください。 

選択肢の名称 クレジットの種類 

J-クレジット J-クレジット制度により認証 

グリーンエネルギー・ク

レジット 

グリーンエネルギーCO2 削減相当量認証制

度により認証 

電気の非化石証書 JEPX が発行する⾮化⽯証書  

山梨県南都留郡道志村

（横浜市民ふるさと村） 

横浜市民ふるさと村から創出されたクレジ

ット 
 

 ⑳特定温室効果ガス削減

相当量 

 認証された削減量を記入してください。非化石証書等の電力量に関するクレジ

ットは、特定温室効果ガス削減相当量へ変換して記入してください。 

 特定温室効果ガス削減相当量は、調整後排出量に自動計算で反映されます。 

㉑オフセット対象範囲等  オフセットの対象範囲を、市内の事業所と特定できるように記入してください。 

６ 再生可能エネルギー利用設備の稼働状況 

 ㉒設備機器の種類 実施年度に導入済みの設備機器の種類をプルダウンから選択してください。 

プルダウンで選択できる設備機器の種類は、「太陽光発電」「風力発電」「バイオ

マス」「水力発電」「地熱発電」「太陽熱利用」「地中熱利用」「その他の再エネ（ ）」

です。 

「その他の再エネ（ ）」を選択した場合は、（ ）内に具体的な設備機器の種

類を記載してください。 

実施年度に稼働している設備ならば、計画期間以前の設備機器も記載可能で

す。該当する設備が６種類以上ある場合は、実施年度に導入した設備を優先して

記入してください。 

㉓導入年度 当該設備機器を導入した年度を記載してください。 

㉔設備機器の性能 型式や定格能力などを記入してください。 

㉕発電等の実績・単位 実施年度の発電又は製造熱量等の実績及び単位を記入してください。 

実績は、稼働実績から算定される排出抑制効果を記入することも可能です。そ

の場合、その算定根拠を示す資料を提出してください。 

７ 次世代自動車の導入状況 

 ㉖導入台数 実施年度に導入した次世代自動車の数を、自動車種別に記入してください。 

「導入台数」は、正味の導入台数で 

（導入台数）＝{（新規台数）+（転入台数）}ー{（廃止台数）+（転出台数）} 

を記入してください。 

導入がない場合は、「０（ゼロ）」を記入してください 

㉗保有台数 
（データ連携） 
 

３月 31 日時点で保有している次世代自動車を、自動車種別に記入してくださ

い。 

保有していない場合は、「０（ゼロ）」を記入してください 
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８の１ 重点対策の実施状況（第１号及び第２号該当事業者） 
８の２ 重点対策の実施状況（第３号該当事業者） 

㉘対策状況 対策ごとに、実施年度の「①管理標準等の設定状況」及び「②実施状況」を選択

してください。 

状況の判断については、別途定める「重点対策の判断基準」を参照してください。 

重点対策に関する根拠資料の提出は不要です。 

㉙備考 対策の実施にあたり、留意すべき事項があれば記入してください。 

記入すべき事項がなければ記入は不要です。 

９ 自主的な温室効果ガス排出削減対策の実施状況 

 ㉚導入／稼働年度 

 

実施年度において、温室効果ガス排出削減の効果が得られた対策について、導入

または稼働した年度を記入してください。 

記載する対策は、計画期間中に導入または稼働した対策に限ります 

㉛対策分類・設備分類 実施年度に導入または稼働した、対策分類及び設備分類をプルダウンから選択し

てください。 

プルダウンの選択リストは次の表の通りです。 

対策分類 設備分類 

 稼働時間の短縮 

 効率向上 

 出力低減（能力） 

 燃料転換（係数） 

 低炭素電気へ切替え 

 その他 

 燃焼設備 

 熱利用設備 

 空気調和設備 

 受電・発電設備（CGS 含む） 

 電気使用設備 

 照明設備 

 熱源設備（冷温水、冷却水設備） 

 熱搬送設備 

 建築設備（換気設備、昇降機、給

湯設備等） 

 自動車 

 その他 
 

㉜具体的な対策 実施年度において、温室効果ガス排出量を削減するために実施した対策の内容

（設備の種類、定格性能、台数等）を具体的に記入してください。 

㉝削減量（自動表示）  記載した対策の年間の温室効果ガス削減量を記載してください。 

削減量の計算に、欄外（印刷範囲外）の「計算シート」を使用すると、削減量が

自動計算され、自動表示されます。計算シートの使用方法は「計算シート」の補足

説明を参照してください。 

10 その他の地球温暖化

を防止する対策の実施状況 

㉞ 

実施年度に行った、エネルギーを使用しない地球温暖化対策を選択してください

（複数選択可）。 

補足説明及び選択肢にない対策は、記入欄の最下部に記載してください。 

11 特記事項㉟ 必要に応じて、以下の内容を記載してください。  

⑴ 貴社の環境に関する取組方針等 

環境の保全に関する取組方針や社会貢献活動等について自由に記載すること

ができます。 

⑵ 提出済みの計画書及び報告書の変更内容  

すでに提出済みの計画書や報告書に変更が生じた場合は、市の担当者との協議

の上、変更内容を記載してください。 
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報告【個別票】シートの補足説明 

※実施年度における原油換算エネルギー使用量が 500kl 以上の事業所ごとに作成してください。 
３号該当事業者は記入対象外です。 

（個別票）１ 事業所等の概要 

 ㊱事業所等の名称 

事業所等の所在地 

原油換算エネルギー使用量 

 事業者等の名称、原油換算エネルギー使用量の値は「使用量 1.2 シート」から

反映されるので入力不要です。 

 事業者等の所在地の入力は必要です。 

㊲延床面積 事業所における建築物の総延床面積を記入してください 

㊳事業所等の区分 

所有形態 

エネルギー管理権限 

それぞれの項目について、プルダウンで選択してください。プルダウンの選択

リストは次の表の通りです 

事業所等の区分 所有形態 エネルギー管理権原 

 工場 

 熱供給施設 

 発電施設 

 上水道 

 下水道施設 

 廃棄物処理施設 

 事務所 

 事務所（電算施設） 

 事務所（テナントビル） 

 商業施設 

 宿泊施設 

 医療施設 

 研究施設 

 教育施設 

 文化施設 

 倉庫、その他 

 所有（オーナー） 

 賃貸（テナント） 

 その他 

 全てあり 

 一部有り 

 無し 

 

（個別票）２ 温室効果ガスの排出の抑制に関する目標等の状況 

 ㊴特定温室効果ガス排出量 

（データ連携） 

「使用量 1.2 シート」から、実施年度における排出量が反映されます。 

㊵原単位 排出原単位の目標設定をしている場合のみ、記入してください。 

排出原単位、及び原単位の指標（分母）を記入してください 

「使用量 1.2 シート」で算定され、自動で反映されます。 

㊶目標の進捗及び達成状

況の説明 

 目標の進捗・達成状況とその要因について、記載してください。 

なお、原油換算エネルギー使用量が 1,500kL 以下の事業所については、目標

設定が任意であるため、デフォルトでは、グレー網掛けで記入ができない状態に

なっています。すでに提出済みの計画書で目標設定をしている場合は、欄外で「記

入する」を選択した上で、記入をしてください。 
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※「計算シート」の補足説明 

㊷実施前の運用状況/設備状況 対策実施前の設備の名称、台数、定格等や、運用の状況を記入してく

ださい。 

㊸実施前の燃料・熱・電

気等の使用量 

種別 プルダウンリストから設備が使用する燃料種を選択してください。 

使用量 使用量は１年分（12 か月分）の値を記入してください。使用量は実

測でも推計でも構いません。 

１年分の値を算出するための１年間の基点はどの時点でも構いませ

ん。 

例）会計年度、１月から 12 月まで、対策完了日起点で 365 日等  

 

※ 使用量の算出の方法及び１年間の基点のタイミングについて、説明資

料を求める場合があります。 

単位 種別欄で選択したものに適した単位をプルダウンリストから選択して

ください。 

CO2 排出量欄に単位不一致の表示が出ないようにしてください。 

㊹実施後の運用状況/設備状況 対策実施後の設備の名称、台数、定格等や運用の状況を記入してくだ

さい。 

㊺実施後の燃料・熱・電気等の使用量 実施後の燃料・熱・電気等の使用量について、㊸と同じ様に記入してく

ださい。 

㊻電気の調整後排出係数 ※低炭素電気への切替えを行った場合のみ記入 

切替え前後の電気の調整後排出係数を記入してください。 

 

 


